
 
平成23年6月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年7月1日～平成22年12月31日） 

 
平成23年6月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 

 
平成23年6月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年7月1日～平成22年12月31日) 

 
平成23年6月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 

修正の理由 
当第２四半期連結累計期間の当初予想を、上記の通り修正いたしました。 
当第２四半期連結会計期間は、自社いちご品種の販売から、促成いちご（とちおとめ・さがほのかなど）の仕入販売へと切
替える時期であります。11月中旬頃までは、自社いちご品種、その後は促成いちごが販売の主体となります。 
当社は、耐暑性の高い自社いちご品種を産地展開し、猛暑等の影響を軽減させるべく対処してまいりました。しかしながら
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業績予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成23年８月11日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,341 152 152 89 11,790.72
今回発表予想(B) 2,264 47 49 27 3,593.03
増減額(B-A) △77 △104 △102 △62
増減率(%) △3.3 △68.8 △67.4 △69.5
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年6月期第2四半期）

2,270 106 109 60 7,939.97

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,056 126 125 74 9,794.87
今回発表予想(B) 3,984 20 23 10 1,330.98
増減額(B-A) △72 △105 △102 △64
増減率(%) △1.8 △83.5 △81.2 △86.4
（ご参考）前期実績 
（平成22年6月期）

3,860 70 74 45 6,014.61

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,314 149 150 87 11,519.82
今回発表予想(B) 2,242 43 47 21 2,879.19
増減額(B-A) △72 △105 △102 △65
増減率(%) △3.1 △70.8 △68.1 △75.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年6月期第2四半期）

2,252 111 108 62 8,251.97

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,991 123 123 72 9,480.42
今回発表予想(B) 3,919 17 21 7 1,016.53
増減額(B-A) △72 △105 △102 △64
増減率(%) △1.8 △86.0 △82.8 △89.3
（ご参考）前期実績 
（平成22年6月期）

3,818 76 79 51 6,728.38



昨夏（７月から9月）の当社自社いちご品種産地の気象条件は、高温・多湿状態が長期的に継続することとなり、特にこの
時期に降水量が多い状況が継続したことは当社として初めての経験となりました。この影響は当第２四半期連結会計期間
の自社いちご品種の出荷にまで及ぶこととなり、当初予定の出荷数量に比べ30％程減少することとなりました。この自社い
ちご品種の出荷数量不足分を補うため、当社取引先へアメリカ産輸入いちごを販売せざるを得ない状況で推移することと
なりました。また、促成いちごも、本年の気象条件、猛暑等の影響を受け、全国の主力産地を中心にいちご苗の定植が遅
れるなどにより、出荷の開始が例年になく遅れ、促成いちごの販売時期においても、アメリカ産輸入いちごを継続して販売
することとなりました。これにより当初予定の利益を下回ることとなりました。 
業務用いちごの 需要期でありますクリスマス期におきましても、促成いちごの出荷数量は、出荷遅れが回復せず例年に
ないほどの落込みとなりましたが、いちご市場相場価格は近年になく高騰することになりました。このため売上高は、10月、
11月の減少分を補い、ほぼ予定通りとなりました。しかしながら、いちご市場相場価格の高騰は、仕入価格の上昇となり、
これを販売価格に一部反映することができず利益を圧縮することとなりました。 
以上のことにより当第２四半期連結累計期間の業績を修正いたします。 
また、通期の業績予想につきましても、当第２四半期連結累計期間の状況に鑑み修正いたしました。 
                                        

以 上


